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はじめに

本講究録は, 2003年 3 月 18 日から 3 月 20 日まで開催された共同
利用研究集会「モデル理論と代数幾何の交流」 の記録である.
この研究集会は, 昨年同時期 (2002年 3 月 18 日から 3月 20 日)

に開催された共同利用研究集会「幾何的モデル理論の研究」 (講究録 12
83, 2002年 9月) を引き継ぐ性格のものである.
両集会に共通する一つの主題は,「モデル理論から見た代数幾何・数論

幾何」である. もちろん最近のモデル理論がすべて代数幾何・数論幾何へ
の応用を目指している訳ではなく, 集会においてもモデル理論独自の問題
意識に基づく結果の報告が半数近くを占めた.
しかしながら, フルショフスキーによる幾何的モーデル・ラング予想の

解決以来モデル理論的手法の代数幾何・数論幾何への応用に関心を持つ研
究者も増えつつあるようである. 2003年 3月にはアリゾナ大学で, 5
月にはイ )$\mathrm{I}$ ノイ大学でモデル理論と代数幾何・数論幾何との交流を図る国
際研究集会が開催されたのもそのような流れの一$’\supset$である.

本研究集会では, 昨年の「函数体上のディオファントス幾何」 に引き続
き, 森脇 淳氏に「アーベル多様体の特殊化」 について講演していただい
た. 代数幾何の専門家からのこのような協力は, モデル理論研究者には非
常にあり難い.
越智 禎宏氏には Drinfeld モジュールに関するスキャンロン (T. Scan-

$1\mathrm{o}\mathrm{n}$ , UCB) の結果を解説していただいた. フルショフスキーによる Manin
予想の別証明を Drinfeld モジュールに対して拡張したものであり, モデ

ル理論研究者にはなじみの薄い Drinfeld モジュールの定義から説き起こ
す教育的な講演であらた.
付録として, 2003年 3 月 18 日と 2003年 7 月 29 田こ行われた

..講演の OHP 原稿を収録した.
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